
 

雨天により延期となっていた「１年生野外活動」を、５月２７日（水）に「加古川

市立少年自然の家」で実施しました。 

神吉中学校区は、飯盛山や相ノ山などの木々の緑や、水鳥たちの楽園として知られ

る平荘湖など、豊かな自然に囲まれています。校区にある少年自然の家で野外活動を

実施することで、地元の自然に触れ、自分たちのふるさとの魅力を再認識してほしい

という願いもあります。 

午前中は小雨が続き、予定していたアスレチック体験、ボート体験は残念ながら実

施することができませんでしたが、地元の神吉中生のために、少年自然の家の方々が

屋内でのプログラムを急遽実施してくださいました。 

中学校入学後初めての校外行事。「自然の中で友情の輪を広げよう」をスローガン

に、生徒たちは仲間と共に元気に体験学習を行いました。 

少年自然の家に到着後、「はだしの広場」で                 

入所式を行い、所長から「野外体験を通して仲                 

間との助け合いや思いやりの心を培ってくださ                

い」と歓迎の言葉をいただきました。その後、                 

各クラス４つの班に分かれ、工作館での「木工                 

工作」、総合ホールでのレクリエーション（玉                 

入れ）、少年自然の家館内での「ウォークラリ               

ー」、天体観測室での「天体学習」を行いました。 

 

木工工作 

焼き板を磨き、その板に着色をして、各自がオリジナルの「神ちゃ      

ん」を作りました。「神ちゃん」は、本校の創立５０周年記念マスコ       

ットキャラクターです。 

 

 

 

  

 



天体学習 

 天体学習では、太陽の黒点やプロミネンスなど、天体について講義を受け、天体観

測室の望遠鏡を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レクリエーション（玉入れ） 

 少年自然の家のスタッフが、総合ホールで玉入れ大会を実施してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウォークラリー 

 マップを手に、館内でウォークラリーを実施し、それぞれのポイントに貼られたク

イズを解いていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

神吉中学校に入学して約２か月。生徒たちは、日々の学校生活を通して少しずつ成

長しています。野外活動では、クラスや班の仲間と協力して行動できていました。こ

のような様々な経験を積み重ね、学年のよさや持ち味を伸ばしてほしいと思います。 

当日は、お弁当の準備等、保護者のみなさまにご協力いただき、ありがとうござい

ました。今後も、本校教育へのご支援ご協力を、よろしくお願いいたします。 


